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老年期痴呆 1993;7:71-79. 

 

15. 下濱 俊.  

アルツハイマー病の分子生物学.  

作業療法ジャーナル 1994;28:1144-1146. 
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臨床薬理の進歩‘９６（脳機能賦活の臨床病理）;1996. pp25-31. 
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34. 漆谷 真、下濱 俊、木村 淳.  
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神経系におけるトランスポーターの役割.  
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47. 景山 卓、中村 勝、下濱 俊、木村 淳、高倉喜信、橋田 充、内藤幹彦、鶴尾 隆.   
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49. 下濱 俊.  
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Parkinson 病と-synuclein.  
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51. 木原武士、下濱 俊.  

ニコチンとアルツハイマー病：アルツハイマー病のニューロン変性に対するニコチンの作用.  

自律神経 2000;37:383-387. 

 

52. 澤田秀幸、下濱 俊.  

中脳培養神経細胞におけるエストラジオールの神経保護作用.  

自律神経 2000;37:244-250. 

 

53. 下濱 俊.  

Gradenigo 症候群.  

Clinical Neuroscience 2000; 18:698. 

 

54. 下濱 俊.  

NO ラジカルと神経細胞死.  

小児神経学の進歩 2000;29:89-102. 
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55. 下濱 俊.  

アポトーシスの分子機構と神経細胞死. （特集・神経疾患の分子医学） 

現代医療 2000;32:2245-2250. 

 

56. 中溝知樹、漆谷 真、下濱 俊.  

運動ニューロン疾患とステロイドホルモン.  
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57. 辻 輝之、下濱 俊.  

アルツハイマー病のプロテオーム解析.  

遺伝子医学 2000;4:589-593. 

 

58. 下濱 俊、辻 輝之.  

プロテオミクスを手法としたアルツハイマー病の病態解析. 
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60. 景山 卓、下濱 俊.  
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61. 辻 輝之、下濱 俊.  

プロテオームを利用した病態研究―アルツハイマー病―.  

分子心血管病 2001;2:567-576. 

 

62. 下濱 俊.  

アルツハイマー病：アセチルコリン補充療法の将来. （特集：痴呆症の分子治療） 

Cognition and Dementia 2002;1:7-14. 

 

63. 下濱 俊.  

ニコチン性受容体刺激による神経保護作用とその分子機構の解明. 研究テーマへのロック・ク

ライミング（助成研究紹介）. 

喫煙科学 2002;17:(4) pp3-5. 
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64. 葛谷 聡、下濱 俊.  

Rasmussen 脳炎：グルタメイト受容体チャネロパチー. （特集：チャネロパチー） 

神経研究の進歩 2003;47:225-230. 

 

65. 下濱 俊.  

アルツハイマー病におけるニコチン性アセチルコリン受容体の病態的意義. 

臨床精神薬理 2004;7:895-905. 

 

66. 下濱 俊、北村佳久、谷口隆之.  

ミクログリアとアルツハイマー病. （特集１：アルツハイマー病研究の最前線と治療への挑

戦） 

脳 21 2004;7:137-142. 

 

67. 塩崎愛子、辻 輝之、下濱 俊.  

アルツハイマー病における脳蛋白質のプロテオーム解析. （特集：アルツハイマー病のプロテ
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老年精神医学雑誌 2004;15:1077-1090. 

 

69. 澤田秀幸、山川健太郎、下濱 俊、泉 安彦、赤池昭紀、北村佳久、谷口隆之.  

α-synuclein 陽性封入体とドパミンニューロン死との関係.  

Progress in Medicine 2004; 24: 3041-3048. 

 

70. 北村佳久、高田和幸、谷口隆之、下濱 俊.  
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Dementia & Nicotinic Acetylcholine Receptor Trends. メディカルレビュー社; 2005 ;1 :4-5. 

 

71. 北村佳久、高田和幸、谷口隆之、下濱 俊.   
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74. 木原武士、下濱 俊.  

Nicotine Lecture アルツハイマー病とアセチルコリン.  

Dementia & Nicotinic Acetylcholine Receptor Trends. メディカルレビュー社; 2005 ;5 :4-5. 
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Nicotine Lecture アルツハイマー病とニコチン性アセチルコリン受容体.  
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Dementia & Nicotinic Acetylcholine Receptor Trends. メディカルレビュー社; 2005;7:4-5. 
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Nicotine Lecture アルツハイマー病とニコチン性アセチルコリン受容体（生体での検討）.  

Dementia & Nicotinic Acetylcholine Receptor Trends. メディカルレビュー社; 2005 ;8:4-5. 

 

78. 谷口隆之、北村佳久、下濱 俊.  

グリア細胞と脳疾患：アルツハイマー病. （特集：グリア細胞―その新しい展開） 
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79. 澤田秀幸、下濱 俊.  
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82. 下濱 俊.  
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84. 下濱 俊.  
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Yakugaku Zassi 2005;125(2):64-67. 

 

85. 土谷大樹、北村佳久、下濱 俊、谷口隆之. 
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86. 千代沙織、北村佳久、高田和幸、下濱 俊、谷口隆之.  
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Yakugaku Zassi 2005;125(2):111-113. 

 

87. 高田和幸、北村佳久、下濱 俊、谷口隆之.  

アルツハイマー病増悪因子とミクログリアの機能.   

Yakugaku Zassi 2005;125(2):114-117. 

 

88. 位田雅俊、北村佳久、澤田秀幸、下濱 俊、谷口隆之. 

In vivo モデルにおけるプロテアソームとドパミン神経細胞死.  

Yakugaku Zassi 2005;125(2):118-120. 

89. 林 孝輔、位田雅俊、北村佳久、下濱 俊、谷口隆之. 

マウス ES 細胞由来神経様細胞移植における 6-OHDA 投与ラットの行動薬理学的解析.  

Yakugaku Zassi 2005;125(2):121-123. 

 

90. 下濱 俊.  
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私の処方 ふるえに対する薬物療法.  

モダンフィジシャン 2006:26:624. 

 

91. 下濱 俊.  

診療の秘訣 レビー小体型認知症.  

モダンフィジシャン 2006;26:1204. 

 

92. 下濱 俊.   

AchE-I の神経保護作用と臨床の Linkage.（特集 アルツハイマー型痴呆の実地診療をめぐる課

題） 

老年精神医学雑誌 2006;16 :88-94.  

 

93. 下濱 俊.  

アルツハイマー病とニコチン性受容体. （講演紹介 CNS フォーラム 2005 分科会 3：認知症

の病因を探るー最新の知見から）  

臨床精神薬理 2006;9:1030-1041. 

 

94. 松村晃寛, 山内理香, 下濱 俊.  

認知症の鑑別診断-AD,VaD,DLB,FTLD-.  

治療 2007;89: 2972-2978. 

 

95. 下濱 俊.  

パーキンソン症候群の臨床.  

日本老年医学会雑誌 2007;44: 564-567. 

 

96. 下濱 俊.  

アルツハイマー病の臨床症候と自然経過、予後.  

Medicina 2007;44: 1071-1073. 

 

97. 下濱 俊.  

アルツハイマー病の基礎 アルツハイマー病とアセチルコリン.   

Clinical Neuroscience 2007; 25:155-157. 

 

98. 林 貴士、久原 真、下濱 俊. 

コリンエステラーゼ阻害薬、memantine. （今日のアルツハイマー病研究王手が掛かった根治

薬） 

カレントテラピー2008;26:354-359. 
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99. 下濱 俊. 

アルツハイマー病の新しい治療法の開発 新規医薬品 コリン作動薬. （アルツハイマー病 

基礎研究から予防・治療の新しいパラダイム 臨床編） 

日本臨床 2008;66 巻(1):517-521. 

 

100. 下濱 俊.  

かかりつけ医が認知症を診るとき.（特集：我が国における認知症高齢者の実態） 

週刊 日本医事新報 2008;4410:60-62. 

 

101. 下濱 俊.  

認知症の薬物療法. （生涯教育シリーズ 認知症） 

北海道医報 2008;1079: 28-30. 

 

102. 下濱 俊. 

認知症のプロテオーム解析.（認知症のゲノミクス） 

Cognition and Dementia 2008;7: 237-242. 

 

103. 下濱 俊. 

アルツハイマー病の治療 現状と解決すべき諸問題.（アルツハイマー病の基礎理論と臨床 

現状と課題）   

日本薬理誌 2008;131(5):351-356. 

 

104. 下濱 俊.  

Alzheimer 型認知症 最近の進歩.  

日本内科学会雑誌 2009;98:2305-2311. 

 

105. 下濱 俊. 

アルツハイマー病の薬物療法-Update ニコチン性受容体を介する神経保護作用.（老年精神医

学の臨床最前線）   

老年精神医学雑誌 2009;20(3):56-60. 

 

106. 下濱 俊 

中高年に急増する病気部位別徹底ガイド 頭部編 認知症 

医療と介護ナビ 2009;冬・春号：5-7. 

 

107. 下濱 俊. 

開発中の AD 治療薬 AChE 阻害薬と NMDA 受容体拮抗薬. （アルツハイマー病(AD)への
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新たな挑戦 AD 治療薬登場後の 10 年と今後） 

Progress in Medicine 2010;30: 2133-2136. 

 

108. 下濱 俊. 

Alzheimer 病 病因・病態 Alzheimer 病におけるニコチン性受容体の病態的意義. （認知症

診療マニュアル） 

神経内科 2010;72:Suppl.6:258-262. 

 

109. 下濱 俊. 

認知症の治療 この 10 年とこれから認知症治療薬の新たな作用と今後の治療. （アルツハイ

マー型認知症 この 10 年とこれから） 

老年精神医学雑誌 2010;21(1) :130-135. 

 

110. 韓 萌、大西浩文、野中道夫、山内理香、保月隆良、林 貴士、齊藤正樹、久原 真、 

今井富裕、矢澤省吾、坂内文男、下濱 俊、千葉 進、森 満． 

パーキンソン病患者の QOL に対する抑うつの影響． 

北海道公衆衛生学雑誌 2010;23:96-102. 

 

111. 韓 萌、大西浩文、野中道夫、山内理香、保月隆良、林 貴士、齊藤正樹、久原 真、 

今井富裕、 下濱 俊、森 満． 

パーキンソン病患者の抑うつ症状と嚥下障害との関連． 

総合リハビリテーション 2010;38:677- 683. 

 

112. 下濱 俊. 

ニコチン受容体. （認知症の克服に向けた創薬標的分子） 

脳 21 2010;13:75-80. 

 

113. 下濱 俊.  

アルツハイマー病とニコチン性アセチルコリン受容体.  

老年期認知症研究会誌 2010; 17:82-84. 

 

114. 下濱 俊.  

アルツハイマー病とニコチン性アセチルコリン受容体.  

老年期認知症研究会誌 2010; 17:19-21. 

 

115. 下濱 俊 

認知症と脳卒中の克服を目指して（札幌医科大学大学院医学研究科先端医学公開講座） 
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Best Nurse 2010;3 月:52-54 

 

116. 下濱 俊.  

ガランタミン.（保険収載されている抗認知症薬）   

日本臨床 2011;69 増刊号 10(認知症学 下-その解明と治療の最新知見-) :31-35. 

 

117. 下濱 俊. 

ガランタミンの基礎と臨床 a.基礎.（認知症薬物療法の新しい展開）   

精神科 2011;19(3):218-226. 

 

118. 松下 隆司、下濱 俊. 

Meynert 基底核とアセチルコリン神経伝達.  

日本臨床 2011;69 増刊号 8, 認知症学(上)その解明と治療の最新知見:210-213. 

 

119. 下濱 俊. 

新しい抗アルツハイマー病薬(ガランタミン、リバスチグミン、メマンチン).（アルツハイマ

ー病）  

最新医学 2011;９月増刊号 66 :2213-2223. 

 

120. 下濱 俊. 

Alzheimer 型認知症. (Ⅰ. 認知症の概念・病態).（特集：認知症:診断と治療の進歩） 

日本内科学会雑誌 2011;100(8);2092-2098. 

 

121. 下濱 俊.  

新しいアルツハイマー型認知症治療薬の使い分け(Q&A).  

日本医事新報 2011; 4559:56-58. 

 

122. 下濱 俊. 

メマンチン. ―新しい認知症治療薬への期待 併用、切り替え、位置づけなどー(特集：軽度

～中等度認知症医療における問題点と課題) 

Progress in Medicine 2011; 31(8):1891-1897. 

 

123. 下濱 俊. 

認知症治療薬の増量・変更あるいは併用の有用性は?. ―臨床に役立つ Q&A―（特集：認知症

治療の最前線） 

Geriatric Medicine2011; 49:809-812.  
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124. 下濱 俊. 

アルツハイマー病治療薬 ガランタミンを中心に. (特集：実地医家が診るアルツハイマー病) 

実験治療 2011;702:81-88. 

 

125. 下濱 俊. 

ニコチン性受容体を介するミクログリアの Aβ 貪食 ガランタミンの APL 作用による促進. 

(長期ニコチン受容体刺激により誘発される生体機構変化) 

医学のあゆみ 2011; 237(11):1047-1052. 

 

126. 下濱 俊. 

ガランタミンの薬理作用―APL 作用と神経保護効果―.（薬理・薬物動態について）  

老年精神医学雑誌 2011;22 巻増刊 II:25-32. 

 

127. 保月 隆良、今井富裕、下濱 俊. 

脳有鉤嚢虫症. （寄生虫と神経系） 

神経内科 2012;77(3): 251-258. 

 

128. 下濱 俊. 

抗認知症薬. （副作用概論 薬効群別副作用） 

日本臨床 2012;70 増刊号 6 医薬品副作用学-薬剤の安全使用アップデート-:291-296. 

 

129. 下濱 俊.  

認知症治療の新たな展開. 

日本薬剤師会雑誌 2012;64:1459-1462. 

 

130. 下濱 俊. 

高齢者の神経伝達機能を考慮したアセチルコリン系薬物による治療. （特集：高齢者と脳内神

経伝達機能） 

老年精神医学雑誌 2012;23(8):952-958. 

 

131. 下濱 俊.  

アルツハイマー病の薬物治療 現状と今後の展望.  

老年期認知症研究会誌 2012;19: 87-88. 

 

132. 下濱 俊. 

認知症の概念・病態. (認知症の診断と治療～新たなるステージへ～) 
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医薬ジャーナル 2012;48:1955-1965. 

 

133. 下濱 俊. 

ミクログリアのニコチン受容体. (コリン作動性ネットワーク) 

Clinical Neuroscience 2012;30(6):666-668. 

 

134. 下濱 俊.  

新規認知症治療薬の特性.（特集：シンポジウム：新時代の認知症診療 ）  

神経治療学 2012;29(2): 183-187. 

 

135. 下濱 俊. 

ガランタミンの基礎と特徴-抗認知症 4 薬剤を知る-.（アルツハイマー型認知症治療薬の新時

代）  

Medicinal 2012; 2(5):25-34. 

 

136. 下濱 俊. 

アルツハイマー病.（特集：今、認知症にどう向き合うか）  

内科 2012;109(5):777-782. 

 

137. 下濱 俊.  

認知症の診断と治療.  

日本臨床内科医会会誌 2012;26:595-599. 

 

138. 高田和幸、下濱 俊、北村佳久. 

アミロイド β の代謝とアルツハイマー病. （種々の代謝異常） 

内分泌・糖尿病・代謝内科 2012;34:204-209. 

 

139. 松下隆司、下濱 俊. 

内科的原因による意識障害(低血糖,CO2 ナルコーシス)および中毒.  (神経内科エマージェン

シー 日常臨床でどこまで対応できるかーどのような治療を行うか実践的アプローチー) 

Medicina 2012; 49(4):684-686. 

 

140. 下濱 俊.  

米国 NIA のアルツハイマー診断基準改定の概要.  

日本医事新報 2012;4591: 56-57. 
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141. 下濱 俊. 

コリンエステラーゼ阻害薬とメマンチン：対症療法薬の使い方. （アルツハイマー病-先制医

療に向けての展開） 

カレントテラピー 2012;30(4):351-356. 

 

142. 下濱 俊. 

Galantamine の基礎薬理. （新規抗認知症薬 galantamine の薬理と臨床） 

臨床精神薬理 2012;15:329-335. 

 

143. 下濱 俊. 

メマンチン. （特集：作用メカニズム徹底比較! ドネペジルとの類似点・相違点は? ） 

薬局 2012;63(2):235-239. 

 

144. 下濱 俊.  

本年の動向 認知症治療薬の新たな展開.  

Annual Review 神経 2012;2012:75-84. 

 

145. 下濱 俊. 

作用機序からみた memantine のアルツハイマー型認知症治療の意義. （特集：Memantine の

すべて） 

臨床精神薬理 2012;15:27-33. 

 

146. 下濱 俊.  

コリン仮説に基づく AD 治療法開発の現状と展望. （病態仮説に基づくアルツハイマー病治療

法開発の現状と展望） 

臨床神経 2013;53:1036-1038. 

 

147. 下濱 俊.  

認知症と自律神経障害.  

自律神経 2013;50:267-269. 

 

148. 下濱 俊. 

アルツハイマー型認知症の症状改善薬の併用について. （特集：認知症に対する薬物療法の課

題） 

精神科治療学 2013;28(12):1565-1570. 
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149. 下濱 俊. 

認知機能障害(軽度認知障害)―物忘れが目立ってきたー. （神経・精神症候からのアプローチ 

主要神経・精神症候と鑑別診断） 

日本医師会雑誌 2013; 142 増刊号 2 神経・精神疾患診療マニュアル: S81-S83. 

 

150. 下濱 俊.  

PET による認知症の診断.  

PET Journal 2013; 22:7-9. 

 

151. 下濱 俊.  

アルツハイマー型認知症治療の現状と将来への展望.  

北海道医学雑誌 2013;88:59-61. 

 

152. 下濱 俊. 

アルツハイマー病の治療、介護の現在アルツハイマー病治療薬の基礎. （アルツハイマー病の

最新知識 PART.5)  

からだの科学 2013;278:106-109. 

 

153. 下濱 俊. 

アルツハイマー病におけるシナプス変性、脱落メカニズムの分子基盤.（認知症・うつ病とシ

ナプス異常） 

 Dementia Japan 2013; 27(2):136-150. 

 

154. 下濱 俊. 

抗認知症薬の使い方. （神経内科のトピックス） 

Modern Physician 2013; 3(5):679-682. 

 

155. 下濱 俊.  

アルツハイマー病の新たな診断基準.  

日本老年医学会雑誌 2013;50(1):1-8. 

 

156. 下濱 俊.  

ガランタミン.（最新薬物療法） 

最新精神医学 2013;18(1):49-55. 

 

157. 下濱 俊.  
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アルツハイマー型認知症治療の現状と将来への展望.  

北海道医報 2013;1132:47-51. 

 

158. 山本大輔、今井富裕、下濱 俊.  

遠隔神経症候からみた悪性腫瘍 筋無力症状 Lambert-Eaton 筋無力症候群. (こんな神経症

状から始まる悪性腫瘍-傍腫瘍症候群の実態-) 

成人病と生活習慣病 2014;44(4):422-427. 

 

159. 外山 祐一郎、矢坂 正弘、齊藤 正樹、下濱 俊、岡田 靖. 

抗凝固療法と頭蓋内出血.（抗血栓療法と出血性合併症） 

脳と循環 2014;19(2) 129-133  

 

160. 外山祐一、岡田 、齊藤正、下濱 、矢坂正弘.  

脳卒中急性期の内科治療 A.急性期の抗血小板療法，抗凝固療法 2. IST，CAST.  

Clinical Neuroscience 2014; 32 :1093-1095.  

 

161. 松村晃寛、下濱 俊. 

中枢神経系真菌感染症の治療動向.  

神経治療 2014;31(1):18-25. 

 

162. 下濱 俊. 

認知症発症のメカニズム ー認知症は完治できるのか?―. （特集：認知症を考える～アルツハ

イマー病、血管性認知症について） 

実験治療 2014;712:45-55. 

 

163. 外山祐一郎、矢板正弘、齊藤正樹、下濱 俊、岡田 靖.  

心房細動に対するワルファリンと新規抗凝固薬. 脳梗塞・脳出血の発症リスクは異なるのか?

（特集：抗血栓療法のリスクベネフィット）    

血栓と循環 2014;22(2):325-329. 

 

164. 山本 大輔、 今井 富裕、 下濱 俊.  

遠隔神経症候からみた悪性腫瘍 筋無力症状 Lambert-Eaton 筋無力症候群.（こんな神経症状か

ら始まる悪性腫瘍-傍腫瘍症候群の実態）  

成人病と生活習慣病 2014;44(4): 422-427. 

 

165. 下濱 俊、 本井 ゆみ子、 緒方 昭彦、 石田 義則、 堀 宏治.  

新規コリンエステラーゼ阻害薬は何をもたらしたのか.（アルツハイマー病治療最前線）  

http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5B%8ER%96%7B%91%E5%95%E3%5D/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5B%8D%A1%88%E4%95x%97T%5D/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5B%89%BA%E0_%8Fr%5D/AU


21 

 

新薬と臨牀 2014;63(7):1215-1223. 

 

166. 倉内麗徳、矢坂正弘、齊藤正樹、下濱 俊、岡田 靖. 

心原性脳塞栓症の予防 新規経口抗凝固薬 (NOAC). （脳卒中の予防と治療-最近の話題） 

脳 21 2015;18:165-171. 

 

167. 下濱 俊. 

ガランタミン ー認知症治療薬の特徴と使い方―. (特集：まるごと解説!認知症の薬物療法) 

薬事 2015;57(11):1801-1805. 

 

168. 下濱 俊.  

認知症の早期発見と予防.（特集２ 高齢社会の食と医療―心身の健康のために―） 

学術の動向 2015;20: 76-80  

 

169. 大畑雅宏、齊藤正樹、中村英保、米地宏樹、鎌田恒樹、入間 朗、小林茂樹、小澤敏博、 

下濱 俊.  

介護福祉従事者が教育スタッフとなって実施する Act-F.A.S.T.救急講習会. 

全国自治体病院協議会雑誌 2015;54:961-965. 

 

170. 下濱 俊.  

皮質性認知症の現代的捉え方. （特集：大脳皮質 vs. 大脳白質） 
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